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町
で
は
、
こ
れ
ま
で
子
育
て
に
優

し
い
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
て
き
ま

し
た
が
、
子
育
て
に
対
す
る
意
識
の

多
様
化
に
伴
い
、
共
働
き
家
庭
が
一

般
化
す
る
な
ど
家
庭
や
地
域
の
姿
が

大
き
く
変
化
し
、
少
子
化
は
一
層
進

行
し
て
い
ま
す
。
本
町
の
出
生
数
は

昭
和
六
十
三
年
と
平
成
十
五
年
を
比

べ
る
と
八
十
五
人
減
少
。
合
計
特
殊

出
生
率（
平
成
十
五
年
）は
一
・
八
四

人
と
な
っ
て
い
ま
す（
グ
ラ
フ
参
照
）。

子
供
を
健
や
か
に
産
み
育
て
る
こ

と
は
個
人
や
家
庭
の
み
で
解
決
さ
れ

る
べ
き
問
題
で
な
く
、
社
会
全
体
と

し
て
支
援
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
計
画
で
は
▼

昭和63年 平成5年 平成7年 平成9年 平成10年 平成11年 平成12年 平成13年 平成14年 平成15年

町
で
は
、
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
に
基
づ
い
て
、「
や

ま
だ
ま
ち
次
世
代
育
成
支
援
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
計
画
期

間
は
平
成
十
七
年
度
か
ら
二
十
六
年
度
ま
で
の
十
年
間
。
計
画
の

基
本
理
念
「
子
ど
も
が
、
親
が
、
地
域
全
体
の
人
々
が
夢
を
持
っ

て
生
き
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現
の
た
め
四
つ
の
基
本
目
標
を
掲

げ
、
子
育
て
支
援
施
策
を
総
合
的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。
こ
こ
で

は
、
新
た
に
始
ま
っ
た
同
計
画
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

「
や
ま
だ
ま
ち
次
世
代
育
成
支
援

計
画
」
は
、
平
成
十
五
年
三
月
に
策

定
さ
れ
た
「
山
田
町
児
童
育
成
計
画
」

の
基
本
理
念
を
包
含
し
、
今
後
の
子

育
て
支
援
施
策
の
基
本
的
な
考
え
方

や
施
策
の
方
向
を
定
め
た
も
の
で
す
。

計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、
ゼ

ロ
歳
児
か
ら
小
学
六
年
生
ま
で
の
乳

幼
児
や
児
童
を
持
つ
世
帯
を
対
象
と

し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
。
結

果
を
基
に
保
護
者
会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
小

中
学
校
校
長
会
な
ど
教
育
関
係
団
体

の
代
表
者
、
一
般
公
募
の
町
民
な
ど

二
十
人
で
構
成
す
る
「
山
田
町
次
世

代
育
成
支
援
計
画
策
定
委
員
会
」

（
昆
榮
壽
委
員
長
）
で
計
三
回
の
審

議
を
経
て
、
同
計
画
が
実
施
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

次
世
代
育
成
支
援
計
画
を
策
定
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�本町の出生数と合計特殊出生率の推移（単位：人）
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次世代育成支援対策推進法とは…

次世代を担う子供たちが健やかに生まれ育つ環境を目指
し、国・県・市町村の地方公共団体および企業や特定事業
主としての町役場が取り組むべきことを定めた法律で、平
成15年 7月に成立。今年4月1日から全面施行されまし
た。平成17年度から26年度までの時限立法で、特定事業
主と301人以上の労働者を雇用する事業主は、仕事と子育
ての両立を図るために必要な雇用環境の整備など行動計画
の策定が義務づけられました。300人以下の労働者を雇用
する事業主にも努力義務が課せられています。
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※合計特殊出生率は、１人の女性が生涯に産む子供の数です。

４
つ
の
基
本
目
標
定
め

児
童
育
成
施
策
を
推
進
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子
育
て
を
し
て
い
る
す
べ
て
の
家
庭

を
支
援
▼
子
育
て
に
や
さ
し
い
職
場

環
境
づ
く
り
▼
子
ど
も
が
健
や
か
に

育
つ
こ
と
の
で
き
る
環
境
づ
く
り
▼

安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
て
い

く
ま
ち
づ
く
り
―
―
の
四
つ
の
基
本

目
標
を
定
め
て
い
ま
す
。

~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~

~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~

一時保育事業
保護者の冠婚葬祭、疾病などの緊急時に一時的に行う

保育事業の充実に努めます。
放課後児童健全育成事業
小学校低学年の児童を対象に適切な遊びや生活の場を

与え、健全な育成を図るため放課後児童クラブを設置し、
その育成に努めます。
つどいの広場設置事業
主に乳幼児を持つ親子の交流や集いの場を提供する

「つどいの広場」の設置に努めます。
子育て支援総合コーディネーター配置事業
家庭的保育事業をはじめ多様な子育て支援サービスに

関する情報を一元的に把握し、保護者への情報提供、
ケースマネジメントなどの利用に努めます。
子育てサークル等支援事業
子育てサークルなどの活動の場づくりを進め、サーク

ル相互の交流やネットワークづくりを推進します。
新生児訪問
新生児訪問により乳児の発育、育児の問題や産後うつ

病質問表を利用した母親の心のケアを行うなど、訪問を
通して指導を行います。
もぐもぐ離乳食教室、ぱくぱく幼児食教室
乳幼児期から発達段階に合わせた正しい食生活を身に

付けるよう、学ぶ場の提供を図ります。

児童栄養教室　
児童期に良い食生活について学び、食生活の基本を身

に付けます。
エイズ予防教室
高校生を対象にエイズや性感染症について知識の啓発

を行います。
禁煙、アルコールの知識の啓発
中学生、高校生を対象にタバコ、アルコールの健康へ

の影響を伝え健康づくりに努めます。
あかちゃんふれあい体験
中学生が乳児健診で乳児に触れ、子供や育児について

知る体験を行います。

女性就労者健康管理啓発事業
妊娠中、出産後の女性労働者の健康管理、母性保護を

図るため啓発します。
育児支援等各種情報提供事業
育児休業取得者、育児を行う就業者に対する育児支援

などの各種制度の情報提供に努めます。

ふれあい体験事業
中学生、高校生を対象に、乳幼児と触れ合う機会を与

え、生命の尊さを学び、母性、父性の育成を図ります。
児童養育支援ネットワーク事業
児童虐待防止の関係者会議による相談支援活動の充実

を図り、児童虐待の未然防止に努めます。

子ども１１０番の家等推進事業
子ども110番の家について、関係機関と協力して子供

たちが安全に生活できる環境整備に努めます。
継続支援事業
各種相談員により、家庭・施設・学校・機関などとの

連携をとり被害を受けた子供に対し、継続的に支援を行
います。
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町では、次世代育成支援対策推進法に基づいて、職
員を雇用する事業主の立場から、役場職員を対象とし
た「山田町次世代育成支援特定事業主行動計画」を策
定しました。計画期間は平成17年度から21年度まで
の5年間。3年をめどに見直し作業を行います。
計画は、「妊娠中及び産後における配慮」「育児休業

等を取得しやすい環境の整備等」「超過勤務の縮減」「休
暇の取得の促進」「職場優先の環境や固定的な性別役割
分担意識等の是正の取り組み」「その他の次世代育成支
援対策に関する事項」の6つを軸に構成。具体的な取
り組みとして�妊娠中職員の健康や安全に配慮した業
務分担の見直し�子供の出生時における男性職員の休
暇取得の促進�育児休業制度などの内容を周知するこ
とによる職場の意識改革�育児休業に伴う臨時的任用
制度の活用による代替要員の確保──など36項目を
掲げ、仕事と子育てを両立できる職場環境の整備を図
るとともに、職員の仕事に対する意欲の向上と住民
サービスのより一層の向上を目指していきます。

町が「特定事業主
行動計画」を策定

計
画
の
実
現
に
向
け
て

み
ん
な
で
取
り
組
も
う

計
画
の
実
現
に
は
、
家
庭
や
地
域
、

学
校
、
行
政
な
ど
す
べ
て
の
町
民
が

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
、
子
育
て
支
援

対
策
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
が
大
切
。
未
来
を
担
う
子
供
た

ち
が
健
や
か
に
育
っ
て
い
け
る
社
会

を
築
い
て
い
く
た
め
、
皆
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。



大　浦

大　沢

船　越

田の浜

区分
地区

供用開始
年　　度

接続対象
世 帯 数

接　続
世帯数

接続率
（％）

【４】

海
や
河
川
な
ど
の
水
質
保
全
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
下
水

道
―
―
。
し
か
し
そ
の
効
果
を
十
分
に
発
揮
す
る
た
め
に
は
、

皆
さ
ん
の
下
水
道
へ
の
接
続
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
現
在
、
大
浦
、

船
越
、
田
の
浜
、
大
沢
地
区
の
ほ
ぼ
全
域
で
下
水
道
が
利
用
で

き
ま
す
が
、
大
浦
地
区
を
除
い
た
三
地
区
は
、
接
続
率
が
五

〇
％
未
満
と
低
い
状
況
で
す
。
下
水
道
の
役
割
を
理
解
し
て
い

た
だ
き
、
早
期
接
続
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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。
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、
大
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、
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越
、
田
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浜
、
大
沢
地
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の
ほ
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域
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下
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が
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用
で

き
ま
す
が
、
大
浦
地
区
を
除
い
た
三
地
区
は
、
接
続
率
が
五

〇
％
未
満
と
低
い
状
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で
す
。
下
水
道
の
役
割
を
理
解
し
て
い

た
だ
き
、
早
期
接
続
に
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す
。

町
で
は
、
生
産
活
動
の
場
で
あ
る

海
や
河
川
な
ど
の
水
質
保
全
へ
の
基

盤
づ
く
り
を
最
優
先
課
題
と
し
て
、

下
水
道
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

平
成
十
六
年
度
で
大
沢
地
区
の
下
水

道
整
備
が
終
わ
り
、
大
浦
地
区
に
次

ぐ
整
備
完
了
と
な
り
ま
し
た
。
現
在

で
は
船
越
・
田
の
浜
地
区
の
整
備
を

進
め
て
お
り
、
山
田
地
区
も
今
年
か

ら
下
水
道
本
管
の
布
設
工
事
に
入
る

な
ど
、
本
格
的
な
下
水
道
整
備
に
取

り
掛
か
り
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ

る
汚
水
を
き
れ
い
な
水
に
処
理
す
る

下
水
道
は
、
▼
家
庭
雑
排
水
の
川
や

海
へ
の
流
入
を
防
ぎ
、
海
の
汚
染
を

防
止
▼
し
尿
も
汚
水
と
と
も
に
処
理

で
き
る
た
め
、
ト
イ
レ
が
水
洗
化
さ

れ
、
よ
り
快
適
に
▼
汚
れ
た
水
が
側

溝
や
水
路
に
流
れ
出
な
い
た
め
、
衛

生
的
な
環
境
に
―
―
な
ど
、
海
に
優

し
く
、
快
適
な
生
活
環
境
を
つ
く
り

出
し
て
く
れ
ま
す
。
現
在
、
下
水
道

が
利
用
で
き
る
地
区
は
大
浦
、
船
越
、

田
の
浜
、
大
沢
地
区
の
ほ
ぼ
全
域
で

す
。
各
地
区
の
下
水
道
へ
の
接
続
状

況
（
三
月
三
十
一
日
現
在
）
を
見
て

み
る
と
、
大
浦
地
区
が
最
も
高
く
九

九
･
〇
％
。
次
い
で
大
沢
地
区
の
四

三
・
四
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
順
に

船
越
地
区
三
八
・
〇
％
、
田
の
浜
地

区
三
五
・
六
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

大
浦
地
区
を
除
い
た
三
地
区
は
、
接

続
率
が
五
〇
％
に
も
達
し
て
い
な
い

状
況
で
す
。

�供用開始年度および接続率　　　（３月31日現在）

平成 2 年度

平成12年度

平成12年度

平成13年度
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99.0

43.4

38.0

35.6
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水
洗
化
で
快
適
な
暮
ら
し

早
め
の
接
続
に
ご
協
力
を

【５】

一
部
供
用
開
始
か
ら
三
年
〜
四
年

が
経
過
し
、
下
水
道
へ
の
接
続
率
が

伸
び
悩
ん
で
い
る
現
状
を
踏
ま
え
、

町
で
は
昨
年
八
月
に
、
下
水
道
整
備

地
区
に
当
た
る
大
浦
、
田
の
浜
、
船

越
、
大
沢
地
区
の
二
千
百
四
十
五
世

帯
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
し
ま
し
た
。
回
答
を
い
た
だ
い
た

の
は
、
全
体
の
約
六
五
％
に
当
た
る

千
三
百
八
十
六
世
帯
で
し
た
。

主
な
質
問
項
目
は
「
下
水
道
接
続

に
よ
る
環
境
の
変
化
」「
下
水
道
に

接
続
し
て
い
な
い
理
由
」
―
―
で
す
。

下
水
道
に
接
続
し
た
こ
と
に
よ
る
家

は
、「
資
金
調
達
が
難
し
い
」「
家
屋

の
老
朽
化
」「
高
齢
者
世
帯
の
た
め
」

―
―
な
ど
と
い
っ
た
回
答
が
挙
げ
ら

れ
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
「
資
金
調
達

が
難
し
い
」
と
の
回
答
が
最
も
多
く
、

下
水
道
に
接
続
し
て
い
な
い
と
答
え

た
六
百
九
十
二
世
帯
の
四
九
％
に
当

た
る
三
百
三
十
五
世
帯
が
下
水
道
接

続
に
踏
み
切
れ
な
い
理
由
と
し
て
回

答
し
ま
し
た
。

町
で
は
、
下
水
道
に
接
続
す
る
た

め
の
排
水
設
備
工
事
を
行
う
方
の
負

担
を
軽
減
し
よ
う
と
、
融
資
の
あ
っ

せ
ん
と
利
子
補
給
補
助
制
度
（
左
表

参
照
）
を
設
け
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
利
子
補
給
の
対
象
と
な

る
地
区
は
、
供
用
開
始
か
ら
五
年
以

内
に
行
う
排
水
設
備
工
事
と
し
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
下
水
道
へ
の
接

続
率
が
伸
び
悩
ん
で
い
る
こ
と
や
厳

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

融
資
は
供
用
開
始
後
７
年

�利子補給補助制度の概要

◆対象工事 トイレの水洗化工事、
排水設備工事
◆融資あっせん条件 �町税などを
滞納していない�連帯保証人がい
る�家屋の新築（建築確認を伴う
増改築を含む）による排水設備な
どの工事でない�個人が所有する
一般住宅である──などの要件が
必要になります。
※融資条件を満たしていても、融資
を受けられない場合があります。
◆融資機関 岩手銀行山田支店、北
日本銀行山田支店、宮古信用金庫
山田支店、岩手県信用漁業協同組
合連合会（大沢支店、船越湾支店）、
岩手宮古農業協同組合山田支店
◆融資限度額 90万円
◆償還方法 5 年（60回払い）の
元金均等月賦償還

49％�

10％�
3％�

7％�

1％�

14％�

9％�
7％�

①�

②�
③�

④�
⑤�

⑥�

⑦�

⑧�

�アンケート調査

項　　　　　　　　　目
① 資金調達のめどがたたないため
② 高齢者世帯であるため
③ 建物が移転、改築期であるため
④ 借地、借家であるため
⑤ 公共工事などの施工予定があるため
⑥ 家屋の老朽化
⑦ 下水道料金の負担が生じるため
⑧ その他

計

回答件数
335
69
23
49
6
95
64
51
692

�下水道への接続をしていない主な理由

トイレの水洗化により衛生的で快適な生活を

庭
や
環
境
の
変
化

に
つ
い
て
多
か
っ

た
回
答
は
、「
水

洗
ト
イ
レ
の
使
用

に
よ
る
快
適
さ
」

「
周
辺
の
側
溝
や

水
路
の
浄
化
」
で

し
た
。
汲
み
取
り

式
か
ら
水
洗
ト
イ

レ
に
改
造
し
た
こ

と
で
、
蚊
や
ハ
エ

の
発
生
が
少
な
く

な
り
、
衛
生
的
に

な
っ
た
と
い
う
感

想
も
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

ま
た
、
下
水
道

に
接
続
し
て
い
な

い
理
由
に
つ
い
て

し
い
経
済
状
況
下
で
の
工
事
費
の
負

担
な
ど
を
踏
ま
え
、
期
間
を
さ
ら
に

二
年
間
延
長
し
、
供
用
開
始
後
七
年

以
内
の
工
事
を
対
象
と
し
て
五
月
か

ら
制
度
を
改
め
ま
し
た
。
融
資
限
度

額
は
九
十
万
円
で
、
返
済
は
五
年
間

に
よ
る
元
金
の
み
の
均
等
月
払
い
と

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
下
水
道
接
続

工
事
を
お
考
え
の
際
は
ど
う
ぞ
ご
活

用
く
だ
さ
い
。
供
用
開
始
年
度
は
、

同
一
地
区
内
で
も
そ
れ
ぞ
れ
違
い
ま

す
の
で
、
詳
し
く
は
役
場
地
域
整
備

課
へ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◇
　
　
◇
　
　
◇
　
　
◇

下
水
道
が
利
用
で
き
る
区
域
の
皆

さ
ん
に
は
、
下
水
道
の
役
割
を
理
解

し
て
い
た
だ
き
、
早
め
に
排
水
設
備

工
事
を
行
う
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
　
役
場
地
域
整
備
課

下
水
道
業
務
担
当
（
�
８
２
―
３

１
１
１
内
線
２
１
２
）
へ
ど
う
ぞ
。

FFFFFFFFFFFFFFFFFFF
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し
ば
し
鑑
賞
し
た
。
ま
た
町
民
の
皆

さ
ん
の
作
品
に
も
感
動
し
、
わ
た
し

の
つ
た
な
い
趣
味
に
視
野
を
広
め
て

く
れ
た
。
山
田
町
の
ま
す
ま
す
の
発

展
を
祈
念
し
つ
つ
帰
路
に
就
い
た
。

齋
藤
忠
雄
（
船
越
・
79
歳
）

さかもとまなかちゃん
（轟木児童館・５歳）

昭
和
三
十
年
三
月
、
一
町
四
カ
村

が
合
併
し
、
新
生
山
田
町
が
誕
生
し

素
晴
ら
し
い
書
画
に
感
動

に
合
わ
せ
て
止
ま
っ
た
り
す
る
の
で

と
て
も
大
変
で
す
が
、
そ
ろ
っ
て
踊

る
こ
と
が
で
き
た
と
き
は
最
高
の
気

分
で
す
ね
。
五
月
三
日
に
盛
岡
の
イ

ベ
ン
ト
で
踊
る
の
で
、
当
日
に
向
け

毎
晩
の
よ
う
に
練
習
し
て
い
ま
す
。

★
今
度
挑
戦
し
て
み
た
い
こ
と
は

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
や
サ
ー
フ
ィ
ン
を

や
っ
た
こ
と
が
な
い
の
で
、
一
度
は

や
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

★
今
後
の
抱
負
は

自
分
は
ま
だ
ま
だ
未
熟
者
だ
と
思

う
の
で
、
仕
事
面
で
も
私
生
活
で
も

早
く
一
人
前
に
な
れ
る
よ
う
に
頑
張

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
ダ
ン
ス
に
は
ま
っ
て
い
ま
す

★
ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い
ま
す
か

大
沢
の
水
産
加
工
の
工
場
に
勤
め

て
二
年
に
な
り
ま
す
。

★
仕
事
で
心
掛
け
て
い
る
こ
と
は

無
駄
な
動
き
を
減
ら
す
た
め
に
、

次
の
動
作
に
気
を
配
っ
て
効
率
よ
く

作
業
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

★
趣
味
は
何
で
す
か

今
は
ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス
に
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。
み
ん
な
で
息
を
合

わ
せ
て
同
じ
動
き
を
し
た
り
、
音
楽

田
た

森
もり

教
のり

郎
お

さん
（大沢・22歳）

て
か
ら
五
十
周
年
の
節
目
の
年
を
迎

え
、
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
四
月

八
日
か
ら
三
日
間
、
中
央
公
民
館
特

設
会
場
で
、
朱し

ゅ

振し
ん

南な
ん

・
南み

な
み

奎け
い

雲う
ん

友
好

書
画
展
が
開
か
れ
た
。
ま
た
と
な
い

名
作
展
を
見
よ
う
と
わ
た
し
も
そ
の

機
会
に
恵
ま
れ
た
。

朱
振
南
先
生
は
台
湾
の
小
さ
な
漁

よ
く
、
綿
糸
に
糊
付
け
さ
れ
た
手
描

き
国
旗
が
向
い
家
か
ら
我
が
家
へ
と
、

軒
か
ら
軒
に
交
互
に
四
十
数
軒
に
飾

ら
れ
、
旗
が
空
に
浮
い
て
見
え
た
。

春
風
に
バ
タ
バ
タ
と
旗
の
波
音
を
聞

き
、
今
で
い
う
歩
行
者
天
国
。
気
分

ル
ン
ル
ン
で
遊
ん
だ
。
世
の
中
は
雑

食
飯
時
代
、
前
夜
に
母
か
ら
花
見
用

に
と
紫し

蘇そ

の
葉
巻
き
寿
司
を
作
っ
て

も
ら
い
、
故
郷
の
誇
り
で
も
あ
る
前

川
善
兵
衛
さ
ん
の
墓
の
あ
る
堤
山
に

子
孫
の
ま
ち
子
さ
ん
ら
六
人
で
行
っ

た
。
今
の
よ
う
に
豪
華
で
は
な
い
が
、

弁
当
を
分
け
合
っ
た
楽
し
い
思
い
出

が
あ
る
。
夕
方
に
は
旗
も
降
ろ
さ
れ

来
年
の
「
お
八
日
」
ま
で
保
管
さ
れ

友
人
が
訪
れ
最
良
の
日
に

る
。
あ
の
こ
ろ
は
カ
メ
ラ
も
無
く
、

心
の
風
景
と
し
て
今
で
も
人
情
あ
ふ

れ
る
故
郷
を
折
々
に
思
い
出
し
て
心

和
ま
せ
て
い
る
昨
今
で
あ
る
。

菊
地
サ
カ
ヱ
（
織
笠
・
70
歳
）

離
郷
し
て
半
世
紀
、
久
し
く
郷
里

の
皆
さ
ま
に
お
会
い
で
き
ま
す
こ
と

を
大
変
う
れ
し
く
存
じ
ま
す
。

皆
さ
ま
の
ご
支
援
を
賜
り
、
同
郷

の
会
も
早
や
創
立
二
十
年
に
な
り
ま

す
。
ま
さ
に「
光
陰
矢
の
如
し
」
と
申

し
ま
し
ょ
う
か
。
創
立
当
初
は
、
福

士
彌
兵
衛
元
町
長
を
は
じ
め
町
の
関

係
者
の
皆
さ
ま
が
ご
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。
特
に
担
当
の
中
村
丈
夫
氏
の
ご

苦
労
に
は
感
謝
致
し
て
お
り
ま
す
。

わ
た
し
は
二
代
目
会
長
を
仰
せ
ら
れ
、

皆
さ
ま
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
役
目
を

果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
当
時

の
記
憶
に
残
る
思
い
出
な
ど
を
羅
列

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

一
、
佐
々
木
良
一
氏
率
い
る
豊
間
根

に
指
導
さ
れ
た
の
か
。
陰
の
ご
苦
労

に
敬
服
致
し
ま
し
た
。

二
、
東
京
大
銀
座
祭
り
に
全
国
か
ら

選
ば
れ
て
参
加
し
た
虎
舞
。
世
話
役

の
千
代
川
泰
久
歯
科
医
の
「
子
供
た

ち
に
夢
を
持
た
せ
た
い
」
と
の
強
い

思
い
で
実
現
し
ま
し
た
。
参
加
者
は

夜
通
し
バ
ス
で
上
京
し
、
早
朝
よ
り

山
車
の
組
み
立
て
に
懸
命
で
し
た
。

し
か
し
台
風
の
接
近
に
よ
り
急
き
ょ

中
止
。
関
係
者
の
落
胆
の
色
は
隠
し

切
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
日
本
中
で
報

道
さ
れ
る
と
張
り
切
っ
て
猛
練
習
し

て
い
た
も
の
の
、
そ
の
苦
労
は
水
泡

に
帰
し
ま
し
た
。
し
か
し
子
供
た
ち

の
夢
を
か
な
え
よ
う
と
、
千
代
川
氏

が
特
別
に
明
治
小
学
校
の
体
育
館
を

野
球
ク
ラ
ブ
が
東
北
代

表
と
し
て
横
浜
ス
タ
ジ

ア
ム
に
て
善
戦
さ
れ
た

こ
と
。
惜
し
く
も
最
終

回
で
逆
転
負
け
し
た
と

は
い
え
、
あ
の
一
糸
乱

れ
ぬ
強
さ
は
ど
の
よ
う

2

ふる里山田同郷の会顧問
千葉県八千代市

田代　英
ひで

雄
お

さん（６８歳）
〔田の浜出身〕

借
り
、
演
舞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
あ
の
情
景
は
今
で
も
涙
々
で
す
。

三
、
あ
る
朝
、
明
治
小
学
校
よ
り
呼

び
出
さ
れ
ま
し
た
。
学
校
前
に
サ
ケ

が
た
く
さ
ん
置
い
て
あ
る
と
の
こ
と
。

虎
舞
の
件
の
お
礼
に
と
岩
間
海
産
が

贈
っ
た
も
の
で
、
同
社
の
代
理
と
し

て
贈
呈
式
を
催
し
ま
し
た
。
新
聞
記

者
や
テ
レ
ビ
な
ど
の
取
材
で
忙
し
い

一
日
で
し
た
。
生
の
サ
ケ
を
持
っ
て

歓
声
を
上
げ
る
子
供
た
ち
の
気
持
ち

が
わ
た
し
に
も
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

校
長
先
生
に
依
頼
さ
れ
、
サ
ケ
の
習

性
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

サ
ケ
に
は
古
里
が
あ
り
四
年
経
つ
と

古
里
に
必
ず
戻
っ
て
く
る
こ
と
。
皆

さ
ん
に
は
田
舎
が
な
い
の
で
、
サ
ケ

の
古
里
、
山
田
町
を
田
舎
と
思
い
交

流
さ
れ
た
ら
と
も
助
言
し
ま
し
た
。

わ
れ
わ
れ
に
は
古
里
が
勇
気
と
励

ま
し
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
あ
の
た

く
ま
し
い
海
、
あ
る
時
は
母
の
よ
う

に
優
し
い
海
。
古
里
は
感
動
と
夢
を

く
れ
る
人
生
の
支
え
で
す
。

【７】 【６】

村
に
生
ま
れ
、
最
新
作
を
山
田
展
の

た
め
に
展
示
さ
れ
た
と
い
う
。
ま
た

南
奎
雲
先
生
は
書
道
展
審
査
員
を
務

め
る
な
ど
日
本
を
代
表
す
る
種
市
町

出
身
で
盛
岡
市
在
住
の
書
家
で
あ
り
、

親
し
み
を
感
じ
、
つ
い
イ
ベ
ン
ト
に

足
が
向
い
た
。
八
十
点
余
り
の
作
品

は
さ
す
が
に
大
胆
な
力
作
ば
か
り
で
、

遠
き
日
の
思
い
出
の
花
見

春
山
に
若
葉
が
芽
吹
く
こ
ろ
に
な

る
と
、
旧
四
月
八
日
の
花
見
を
思
い

出
す
。
早
朝
か
ら
お
祭
り
気
分
で
、

男
子
、
大
人
た
ち
が
裏
方
で
に
ぎ
や

か
。
向
い
家
の
「
き
り
や
」
に
手
描

き
「
の
ら
く
ら
漫
画
」
な
ど
が
所
狭

し
と
飾
ら
れ
た
。
幸
い
に
家
並
び
が

だ
い
ぶ
春
ら
し
く
な
り
花
も
あ
ち

こ
ち
に
出
て
き
ま
し
た
。
お
友
達
が

「
元
気
に
な
っ
た
よ
」
と
息
子
さ
ん

と
二
人
で
来
て
く
れ
ま
し
た
。「
良

か
っ
た
、
良
か
っ
た
」
と
我
が
事
の

よ
う
に
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

帰
る
二
人
の
姿
を
見
て
、
「
親

子
っ
て
い
い
な
あ
」
と
つ
く
づ
く
思

い
ま
し
た
。「
セ
チ
、
お
前
も
し
っ

か
り
し
ろ
」
と
自
分
に
言
い
聞
か
せ

な
が
ら
、
本
当
に
今
日
は
良
い
日

だ
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

甲
斐
谷
セ
チ
（
八
幡
町
・
90
歳
）

◇
　
　
◇
　
　
◇
　
　
◇

「
何
地
よ
り
来
り
し
者
ぞ
」

と
古
書
に
言
ふ

生
れ
来
し
曾
孫
よ
ひ
た
に
愛
し
き

佐
藤
美
栄
子
（
大
沢
・
84
歳
）

庭
の
梅
寒
さ
に
震
へ
花
開
き

O
藤
菊
實
（
荒
川
・
77
歳
）

公
園
の
花
は
芽
生
え
て
春
を
待
つ

我
れ
年
古
り
て
寂
し
さ
募
る

松
�
�
雄
（
船
越
・
？
歳
）

さ
つ
き
の
空
に
天
高
く

鯉
の
ぼ
り
舞
う

山
�
泰
司
（
船
越
・
59
歳
）

い
づ

ち

あ

ひ

こ

か
な

き
た

ど
ん
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
。

ど
し
ど
し
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
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今月のフレッシュマン

お
の
は
る
な（
６
）

伊藤有紗（13）

小
成
一
輝（
９
）

サ
ク
ラ
サ
ク
ラ（
？
）

ヤ
ギ
ー
シ
ロ
ー（
８
）

山
口
里
菜（
15
）

月咲ヨアン（16）

田
畑
有
望（
11
）

ス
マ
イ
ル
☆（
11

）

吉
田
凪
彩（
８
）

坂
本
香
純（
10

）

☆はれのちくもり☆（11）

Ｗ
ｉｎ
ｄ（
16
）

和
風
テ
イ
ス
ト
ク
ウ
ォ
ー
タ
ー（
15
）

Ｖ
５（
17
）

ツ
バ
サ（
12

）

小
成
夢（
11
）



今月の題字

佐 藤 桃ちゃん
（豊間根小6年）

3月31日、山田北小学校付近に完成した「北っ子橋」の渡
り初め式が行われ、町や北小児童、地区民など120人が参加
しました。橋は都市計画道路・柳沢北浜線の一部で、関口
川に架かる長さ45㍍、幅12㍍。両側に幅2.5㍍の歩道が整備
されています。渡り初めは地元三世代の川石勝郎さん（76）、
{子さん（75）夫妻、睦さん（41）、真奈美さん（39）夫妻と美咲
さん（15）、優美さん（13）姉妹の6人や沼崎喜一町長など
出席者全員で橋を渡り、開通を祝いました。

佐藤平太郎さん（長崎・77歳）が、今年1月に亡くなっ
た姉の未支給分年金など50万円を町に寄付しました。4月
15日、役場を訪れた佐藤さんは「姉は生前、訪問介護サー
ビスを受けるなど、町や町社会福祉協議会に大変お世話に
なりました。気持ちだけですが、福祉関係に役立ててもら
えれば故人も喜んでくれると思います」と川村永爾助役に
寄付金を手渡しました。川村助役は「町の福祉向上のため
有効に使わせていただきます」とお礼の言葉を述べました。

朱
しゅ

振
しん

南
なん

・南
みなみ

奎
けい

雲
うん

友好書画展

水墨画と書の世界に触れる

福祉にお役立てください

平太郎さん
長崎の佐藤 町に５０万円を寄付

関口川に「北っ子橋」が完成

渡り初めで待望の開通祝う

もも

【８】

山田町合併50周年を記念して、4月8日から10日まで町
中央公民館で朱振南・南奎雲友好書画展が開かれました。
朱さんは国立台湾師範大学で講師を務める傍ら、欧米各地
で展覧会を開いている書画家。南さんは盛岡市在住で現代
日本を代表する書家です。会場には朱さんが岩手山を背景
に満開のサクラを描いた縦90㌢、横180㌢の書画や、南さん
が縦160㌢、横320㌢の四曲屏風に仕上げた書などの大作
のほか、山田書道会や日本画クラブ、山田高校書道部の皆
さんの作品も展示されました。3日間で町民ら762人が会
場を訪れ、斬新な水墨画と書の世界に触れていました。



【９】

平成17年町消防演習

堂
々
と
訓
練
の
成
果
を
披
露

町
消
防
団
（
佐
々
木
俊
夫
団
長
・

団
員
三
百
五
十
六
人
）
の
消
防
演
習

が
四
月
十
七
日
、
山
田
南
小
学
校
の

校
庭
を
主
会
場
に
行
わ
れ
、
団
員
ら

三
百
十
五
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

佐
々
木
団
長
は
「
日
ご
ろ
の
訓
練
の

成
果
を
披
露
し
、
防
火
、
防
災
意
識

の
向
上
を
図
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」

と
訓
示
。
統
監
の
沼
崎
喜
一
町
長
は

「
安
全
、
安
心
の
地
域
づ
く
り
の
た

め
、
一
層
努
力
を
重
ね
て
ほ
し
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

団
員
の
各
種
表
彰
や
入
・
退
団
者

の
辞
令
交
付
が
行
わ
れ
、
入
団
者
を

代
表
し
て
第
七
分
団
の
沼
崎
真
由
美

さ
ん
（
飯
岡
・
三

二

歳
）
が
宣
誓
を
力

強
く
読
み
上
げ
る
と
、
会
場
は
凛
と

し
た
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

田
の
浜
地
区
で
は
、
船
越
漁
村
セ

ン
タ
ー
付
近
か
ら
火
災
が
発
生
し
た

と
い
う
想
定
で
模
擬
火
災
防
御
訓
練

が
行
わ
れ
、
団
員
の
皆
さ
ん
は
息
の

合
っ
た
動
作
で
消
火
作
業
に
当
た
り
、

火
消
し
の
勇
姿
を
見
せ
つ
け
ま
し
た
。

※（ ）内は、分団名など〈敬称略〉
消防庁長官表彰 �永年勤続功労章 田老弘美（団本部副分団長） �安
全功労者表彰 山田町婦人防火クラブ連合会　県知事表彰 �功績章
佐藤光信（9分団長）、鳥居福夫（10分団長）、川村良治（11分団長） 日本
消防協会長表彰 �精績章 荒川明見（2分団長） �勤続章 芳賀孝
（団本部副分団長）、野田賢一（3） 県消防協会総裁表彰 �功労章 昆
實（団本部副分団長） �功績章 川村良治（11分団長）、上野祐作（3分
団副分団長）、昆定夫（4分団副分団長) �優良婦人消防協力隊員 大町
富子（大沢婦人防火クラブ会長） �内助功労者 野田京子（大浦）、佐藤
/枝（山田） 町長表彰 �功労章 昆定夫（4分団副分団長)、佐々木善
明（4）、内D秋雄（6分団長）、五十嵐E富（7分団長）、苅谷茂（8）、川村良
治（11分団長） �勤続章 糠盛祐一（2）、川村勝弘（3）、菊地政行（3）、
鈴木光男（5）、澤山益見（5）、齊藤富夫（5）、!陽一（6）、武藤勝久（9）、
鈴木昌幸（10）、鈴木聡亮（10）、鈴木5治（10）、尾形勝利（11）、佐々木鉄夫
（13分団副分団長） �功績章 佐々木文明（団本部）、湊勇一（1）、阿部
智幸（2）、阿部哲也（3）、阿部勝太（3）、岡市則光（3）、佐々木浩徳（3）、
坂本哲男（5）、甲斐谷定貴（7）、佐藤浩（8）、|々木康浩（10）、福士清和
（10）、福士博幸（10）、芳賀貴裕（13） �感謝状 佐々木保,（防火水槽
築造土地無償提供者）、福士和夫（防火水槽築造土地無償提供者）、中村陽
子（内助功労者）、佐々木千草（内助功労者） 県消防協会宮古地区支部長
表彰 �精錬証 佐々木元光（ 2）、中村卓美（ 4）、中村秀一（ 5）、
佐々木郁雄（10）、箱石寛幸（10） �勤続証 佐々木敏明（1）、山i洋
（ 1）、山崎真（ 1）、山i優貴（ 1）、佐々木正喜（ 2）、山i道生（ 2）、
佐々木盛一（2）、|々木英雄（2）、川F吉樹（7）、佐藤太（9）、|々
木克昭（10）、佐々木光浩（11）、芳賀健一（11） 町消防団長表彰 �精
績章 山崎健裕（1）、山i潔（1）、佐々木克博（1）、菊地隆幸（2）、
佐々木千秋（3）、昆恵一（4）、越田秀樹（5 )、阿部祐一（6）、平石勉
（9）、斉藤信之（9）、佐々木哲也（11）、尾形広幸（11）、福士善幸（12）、
芳賀忠"（13）、斎藤馨（13） �無火災表彰 第2分団〈7年間〉

地震津波対策
10
日
か
ら
町
民
懇
談
会
を
開
催

自
主
防
災
に
つ
い
て
考
え
よ
う

町
で
は
、
地
域
の
方
々
が
自
発
的

に
防
災
活
動
を
行
う
「
自
主
防
災
組

織
」
の
結
成
に
向
け
た
懇
談
会
を
開

催
し
ま
す
。
宮
城
県
沖
地
震
・
津
波

の
発
生
が
高
い
確
率
で
予
測
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
災
害
に
強
い

町
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
た
め

の
大
切
な
懇
談
会
で
す
。
町
民
の
皆

さ
ん
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
期
日
と
会
場
　
下
表
の
と
お
り

◆
時
間
　
午
後
七
時
〜
九
時

◆
内
容
　
▼
地
震
津
波
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
の
概
要
に
つ
い
て
▼
山
田

町
地
域
防
災
計
画
の
現
状
に
つ
い

て
▼
地
域
で
の
津
波
避
難
計
画
の

作
成
に
つ
い
て
▼
意
見
交
換

◆
問
い
合
わ
せ
　
役
場
総
務
課
防
災

担
当
（
�
８
２
―
３
１
１
１
内
線

４
１
５
）
へ
ど
う
ぞ
。

�表彰された皆さん

�懇談会の日程　　　　　〔５月〕

10日� 大沢地区 ふ る さ と セ ン タ ー
期　日 対象地区 会　　　　　　場

11日� 北浜町、
柳沢地区 北 浜 防 災 セ ン タ ー

12日� 川向町、
境田町 山 田 漁 村 セ ン タ ー

13日� 飯　岡、
長　崎 飯 岡 防 災 セ ン タ ー

17日�
中央町、
後楽町、
八幡町

中央コミュニティセンター

18日�
19日�
20日�
24日�

織笠地区
船越地区
田の浜地区
大浦地区

織笠コミュニティセンター
船 越 防 災 セ ン タ ー
船 越 漁 村 セ ン タ ー
大 浦 漁 村 セ ン タ ー
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q

入団者宣誓を読み上げる沼崎真由美さん昨年の町総合防災訓練
の様子



【１０】

昨
年
十
二
月
か
ら
今
年
三
月

ま
で
十
八
回
に
分
け
て
、
役
場

職
員
と
の
懇
談
会
を
行
い
ま
し

た
。
一
回
に
つ
き
時
間
は
約
二

時
間
、
私
か
ら
五
十
分
程
度
話

を
し
て
残
り
時
間
で
職
員
か
ら

の
質
問
、
意
見
な
ど
自
由
な
形

で
の
対
話
を
試
み
た
も
の
で

す
。
私
か
ら
の
話
は
、
国
が
進

め
よ
う
と
し
て
い
る
三
位
一
体

の
改
革
の
内
容
、
そ
れ
に
伴
う

町
財
政
の
厳
し
い
状
況
、
現
在

進
め
て
い
る
行
財
政
改
革
の
必

要
性
・
進
ち
ょ
く
状
況
、
町
民

の
皆
さ
ん
か
ら
求
め
ら
れ
て
い

る
役
場
職
員
の
あ
る
べ
き
姿
な

ど
で
、
こ
れ
に
対
し
て
率
直
な

質
問
や
提
言
が
出
さ
れ
ま
し

た
。
質
問
に
は
そ
の
場
で
回
答

し
、
約
三
百
項
目
の
意
見
提
言

な
ど
に
つ
い
て
は
、
可
能
な
も

の
か
ら
具
体
的
な
検
討
を
進
め

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

自
分
た
ち
が
置
か
れ
て
い
る

環
境
を
理
解
し
、
一
人
ひ
と
り

が
改
革
の
た
め
の
知
恵
を
出
す

こ
と
、
役
場
は
最
大
の
サ
ー
ビ

ス
産
業
で
あ
る
と
の
意
識
を

持
っ
て
も
ら
い
た
い
こ
と
を
伝

え
た
か
っ
た
の
で
す
。

山
田
町
長
　
沼
崎
喜
一

町
長
室
か
ら

豊かな森をつくる
植樹祭にご参加を

山田の海を守る会では、山田
町合併50周年記念「山に広葉樹
を植える運動」第５回植樹祭を
開催します。あなたも緑豊かな
森づくりに参加しませんか。
�日時　５月21日（土）

午前９時～
�場所　織笠・新田地区町有地
�対象　一般町民
�内容　コナラ、ブナなどの苗
木800本の植樹
�持参する物　スコップ、かま、
トウガなど
�申込期限　５月10日
�申込先・問い合わせ　役場住
民生活課環境衛生担当（内線
127）へどうぞ。

ジュニア陸上教室
参加しませんか

小学生を対象に「山田ジュニ
ア陸上教室」が開講されていま
す。参加希望の方は、直接会場
にお越しください。
�日程　５月７日、14日、28日
※６月以降の日程はお便りなど
でお知らせします。
�時間　午前９時半～11時
�会場　町民グラウンド（雨天
時は山田南小体育館）
�持参する物　タオル、飲み物
（雨天時は室内用シューズ）
�保険料　500円
�申込先・問い合わせ　山田
ジュニア陸上教室・小松園恵
（織笠小学校�82－3628）へ。

日赤山田分区で
募金運動を展開

日本赤十字社では、６月３日
まで「５月の赤十字運動月間」を
展開します。今年も社資（募金）
のお願いを行政区長を通じて行
いますので、皆さんのご協力を
お願いします。
�問い合わせ　日赤岩手県支部
山田町分区（役場保健福祉課
内・内線132）へどうぞ。

前須賀テニス場が
オープンしました

前須賀公園テニスコートが
オープンしました。皆さんお気
軽にご利用ください。
�利用期間　11月30日まで
�利用時間　午前８時半～午後５時
�利用料　一般100円、高校生70
円、中学生50円（一人１時間
当たり）、町民は無料です。
�申込先・問い合わせ　役場地
域整備課計画担当（内線244）へ。

春の農作業安全
運動展開中です

６月15日まで「慣れとあせり
が事故のもと　初心とゆとり
農作業」をスローガンに、県下
一斉に農作業事故防止運動が展
開されています。作業をすると
きは�トラクターに安全フレー
ムを装着�基本動作の励行�計
画的作業と十分な休養・健康管
理──を心掛け、春の農繁期の
事故を防ぎましょう。

行政相談委員の阿部
幸栄さん（飯岡・57）が、
４月１日付で総務大臣
から委嘱され、引き続
き相談委員を務めるこ
とになりました。委嘱
期間は４月１日から向
こう２年間です。国や

16日まで町営住宅
入居者募集します

町では、町営住宅の入居者を
募集します。
�募集団地　南長林…１戸　高
校前…１戸　希望ケ丘…１戸
柳沢第１…２戸
�家賃
南長林…16,400円～27,300円
高校前…22,000円～36,500円
希望ケ丘…6,000円～9,900円
柳沢第１…4,500円～7,400円

�入居資格　以下の条件をすべ
て満たす人です。�所得が一
定以下である�現在、住宅に
困っている�町税を滞納して
いない──人。
�申込期間　５月９日～16日
�申込先・問い合わせ　役場地
域整備課住宅担当（内線251）
へどうぞ。

自衛隊山田基地で
契約説明会を開催

航空自衛隊山田分屯基地では、
町内業者を対象に、国の契約や
共済組合業務などに関する説明
会を行います。
�日時　５月13日（金）

午後１時～
�場所　山田町商工会
�内容　①国の契約、入札方式
などの説明　②共済組合業務
の説明
�申込期限　５月11日
�申込先・問い合わせ　航空自
衛隊山田分屯基地（�82－
2636内線202）へどうぞ。

県、市町村の行政について納
得できないことなどご相談く
ださい。
�電話番号　82－0933
行政相談あります

�日時　５月19日（木）
午前10時～正午

�場所　町中央コミュニティ
センター

県の青少年育成委員
に川石睦さん（山田・
41）が任命されました。
任期は４月１日から向
こう２年間です。同委
員は、青少年の健全育
成を目的に、青少年団

体の育成や青少年活動を実践
する人材の育成などを行うの
が主な職務です。

県
青
少
年
育
成
委
員
に
川
石
さ
ん

行
政
相
談
委
員
に
阿
部
さ
ん
を
再
任

四季の風景など
写真募集します

山田町日蘭交流友の会では、
オランダ･ザイスト市友好都市
締結５周年記念カレンダーを製
作します。これに伴い、カレン
ダーに使用する山田の四季の風
景、お祭りなどの写真を無償で
提供いただける方を募集します。
�連絡先・問い合わせ　５月20
日までに町教育委員会事務局
国際交流担当（内線332）へ。

県職員と警察官
採用試験を実施

県では、平成18年４月１日採
用予定の県職員、警察官の採用
試験を行います。なお、本年度
から県職員の試験区分が「上級、
中級、初級」から「Ⅰ種、Ⅱ種、
Ⅲ種」に変わりました。
県職員（Ⅰ種）

�職種　一般行政、社会福祉、
心理、農学、畜産、林学、水
産、総合土木、総合化学
�受験資格　①昭和51年４月２
日～59年４月１日までに生ま
れた人（学歴は問いません）
②昭和59年４月２日以降に生
まれた人で、大学を卒業また
は見込みの人
�試験日　６月26日（日）
�試験会場　県立大学（滝沢村）
�試験内容　大学卒業程度の教
養試験、専門試験、論文試験
�申込書の請求先　宮古地方振
興局企画総務部（�64－2211）
警察官Ａ（男性、女性）

�受験資格　昭和51年４月２日
以降に生まれた人で、大学を
卒業または見込みの人
�試験日　７月10日（日）
�試験会場　岩手大学（盛岡市）
�試験内容　大学卒業程度の教
養試験、作文試験
�申込書の請求先　宮古警察署
山田交番（�82－2155）
◆受付期間　５月２日～31日
◆申込先・問い合わせ　県人事
委員会事務局（�019－629－
6241）へどうぞ。

まちで出会ったかわいい笑顔

保育園民営化の
説明会行います

町では、町立保育園の民営化
に関する説明会を開催します。
保護者会の方や、各園の対象地
区に住む方であればどなたでも
参加できます。
�期日と場所　豊間根地区…５
月17日・豊間根保育園　船越
地区…５月18日・船越公民館
大浦地区…５月19日・大浦漁
村センター　織笠地区…５月
20日・織笠保育園
�時間　午後７時～
�問い合わせ　役場保健福祉課
児童福祉担当（内線134）へ。

各種資格の講習会
などが行われます

防火管理者資格付与講習会
�日時　６月27日、28日

午前９時～午後５時
�場所　宮古地区広域行政組合
消防本部（宮古市五月町）
�講習区分　甲種防火管理講習
�対象　防火対象物の管理また
は監督的な立場にある人
�受講料　3,000円
�申込期限　５月10日
危険物取扱者試験

�試験種類　甲種・乙種全類・
丙種
�試験日　７月９日（土）
�試験地　宮古市
�受験料　甲種…5,000円　乙
種…3,400円　丙種…2,700円
�受付期間　５月13日～23日
�願書の提出先　財団法人消防
試験研究センター岩手県支部
（〒020－0015盛岡市本町通
１－９－14）
◆問い合わせ　山田消防署（�
82－3139）へどうぞ。

各種相談所を開設
ご利用ください

酒害相談
アルコールの問題で悩んでい

る人やそのご家族を対象に、岩
手県断酒連合会の会員による相
談員が自分自身の経験を基に相
談に応じます。参加希望の方は
直接会場にお越しください。
�期日　毎週日曜日（第２日曜
日を除く）
�時間　午後１時半～３時
�場所　宮古市中央公民館分館
障害者生活支援巡回相談
障害がある方で仕事を探して

いる方や、日常生活で困ってい
る方の相談に応じます。
�日時　５月11日（水）

午後１時半～３時半
�場所　町保健センター
�相談員　宮古地域障害者相談員
◆申込先・問い合わせ　役場保
健福祉課厚生援護担当（内線
132）へどうぞ。

各種スポーツに
参加しませんか

スポーツ・レクリエーション
体験教室
�日時　５月19日（木）

午前10時～11時半
�場所　総合運動公園サッカー場
�対象　一般町民
�内容　ターゲットバードゴルフ
�参加料　200円
�申込期限　５月18日
Ｂ＆Ｇ町バレーボール大会

�日時　５月24日、25日
午後６時50分～

�場所　Ｂ＆Ｇ海洋センター体
育館
�対象　中学生以上の町民
�内容　６人制バレーボール
�チーム編成　混成の部（女性
を２人以上含むこと）、女子
の部それぞれ12チーム
�参加料　１チーム2,000円
�申込期限　５月17日
◆申込先・問い合わせ　町教育
委員会事務局社会体育担当
（�82－5505）へどうぞ。

【１１】

�月の町長面談日
�日時　５月１９日（木）

午前10時～正午
�場所　役場４階特別応接室
※面談希望の人は役場総務課
内線413へご連絡ください。

�３月31日現在、田の浜地区の
下水道接続率は何％？
�12.3 �35.6 �99.0

�３月31日に山田北小学校付近
に完成した、関口川に架かる
橋の名前は「○っ子橋」？
�北　�西　�東

�今号の11㌻「まちで出会った
かわいい笑顔」に写っている
子供は何人？
�４人　�５人　�６人

�今号の「一歳になりました」に
登場している赤ちゃん14人の
うち、男の子は何人？
�５人　�６人　�７人

【応募方法】 はがきに①クイ
ズの答え②住所③氏名④年齢を
明記の上、ご応募ください。全
問正解者の中から抽選で10人に
500円の図書カードをプレゼン
ト。応募は一人１通です。
【応募先】 〒028－1392（住所
記載不要）山田町役場広報クイ
ズ係
【締め切り】 ５月20日（当日
消印有効）
☆前回の正解は、①－Ｂ、②－
Ｃ、③－Ａ、④－Ｂ、⑤－Ａで
した。応募者数は48通で正解は
44通、抽選の結果次の10人が当
せんしました。
北浜町＝小成夢（11） 飯岡＝

佐々木泉（56）、竹内みよ子（30）
船越＝松�夏代子（？） 田の
浜＝黒沢純平（11） 織笠＝福士
正子（65） 大沢＝鈴木幸子（？）
豊間根＝小原京子（52）、福士広
大（８） 荒川＝山口里菜（15）

〈敬称略〉



広報
５
月
１
日
号

N
o
.8
4
2

発
行
／
岩
手
県
山
田
町
　
〒
０
２
８
│
１
３
９
２
岩
手
県
下
閉
伊
郡
山
田
町
八
幡
町
３
│
20

�
０
１
９
３
│
８
２
│
３
１
１
１
　
編
集
／
総
務
課

町民のうごき
（ 3 月 1 日～31日）

�出生……１１人 �転入…… ８３人

�死亡……２８人　　�転出……２４０人

�人口…２０,８５０人（今月減１７４人）

男…１０,００５人 女…１０,８４５人

�世帯数………………７,２５０世帯

�広報やまだ�は環境に優しい古紙100％の再生紙と大豆油インキ（植物油）を使用しています。
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【１２】

西 川 優
ゆ

依
い

（船越・晃・女）

３月届け出分（敬称略）
〔出生〕（ ）は保護者名と性別
�山田 佐々木幸

さ

来
ら

（信幸・女）、ウッドオー
ル　ザック（ウッドオール　リチャード・男）
�船越 沼�倖

こう

成
せい

（久雄・男）
�大浦 平澤歩

あゆ

武
む

（英樹・男）、山�紗
さ

李
り

（拓真・女）
�織笠 �村毅

つよし

（通・男）、稲川萌
もえ

（勝仁・
女）
�豊間根 佐々木煌

きら

斗
と

（光・男）、齊藤彩
あや

乃
の

（考幸・女）

〔結婚した二人〕（ ）は住所
佐藤保博（織笠）・横田舞（織笠）
阿部孝人（大浦）・武藤幸子（北浜町）
佐々木武紘（大沢）・坂本一美（宮古市）
福士昭則（川向町）・尾形智子（豊間根）
藤原善徳（宮古市）・O々木美O子（豊間根）
川口勝正（釜石市）・阿部亜希子（大浦）
伊東寧（豊間根）・大倉智美（宮古市）

〔死亡〕（ ）は年齢
�山田 武藤ちか子（76）、山�上（92）、佐々
木孝夫（61）、O々木健一郎（78）、長�幸（78）、
O浦たま（85）、関吉郎（85）、O藤文敏（73）、
福士タツ（90）、鳥居敏男（80）
�船越 山�嘉]（80）、中里トヨ子（90）、
山�•（75）
�田の浜 田代平四郎（79）
�大浦 �橋清利（84）、O々木仙治（84）
�織笠 田村ヨネ（90）、坂本ソノ（94）、上澤
一枝（64）、湊昭三（76）、昆正一郎（77）
�大沢 鈴木ヒヤ（95）、菊地こはる（103）
�豊間根 O々木久治（71）、伊藤繁（75）
�荒川 佐々木サタ（76）

赤
ち
ゃ
ん
紹
介�

なりました�

一
歳
に�

赤
ち
ゃ
ん
紹
介�

なりました�

一
歳
に�
なりました�

一
歳
に�

５月生まれ�

※敬称略・（ ）内は地区名、保護者、
性別です。

福 士 大
だい

地
ち

（境田町・尚一・男）
太 田 幸

ゆき

成
なり

（中央町・一幸・男）

上林励
れ

皇
お

我
が

（田の浜・弘樹・男）

阿 部 若
わか

菜
な

（長崎・良成・女）
菅野陽

ひ

菜
な

子
こ

（長崎・一孝・女）

長 嶋 皓
こう

生
せい

（船越・建央・男）

鈴 木 諒
りょう

太
た

（石峠・淳・男）

板橋莉
り

緒
お

奈
な

（織笠・充・女）

◆
今
号
か
ら
若
干
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。

広
報
ク
イ
ズ
も
問
題
数
が
四
つ
に
な
り
、
少
し

簡
単
に
。
ど
し
ど
し
ご
応
募
く
だ
さ
い
▼
先
日
、

織
笠
小
学
校
と
織
笠
保
育
園
の
サ
ケ
稚
魚
放
流

会
を
取
材
し
ま
し
た
。
子
供
た
ち
は
稚
魚
に
夢

中
で
下
を
向
い
て
し
ま
う
の
で
、
下
か
ら
表
情

を
撮
ろ
う
と
し
ゃ
が
ん
だ
と
こ
ろ
、
冷
た
い
感

触
が
…
。
川
の
中
に
い
た
こ
と
を
す
っ
か
り
忘

れ
、
お
尻
が
川
に
浸
っ
て
い
ま
し
た
。
浸
る
の

は
思
い
出
だ
け
に
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

◆
出
勤
の
途
中
、
し
ば
し
ば
豊
間
根
の
押
し
ボ

タ
ン
式
信
号
機
で
停
止
し
ま
す
。
す
る
と
、
黄

色
い
帽
子
姿
の
新
入
児
童
と
上
級
生
が
左
右
の

運
転
手
に
頭
を
下
げ
、
さ
ら
に
横
断
歩
道
を
渡

り
終
え
る
と
、
振
り
返
っ
て
深
々
と
頭
を
下
げ

る
光
景
に
出
合
い
ま
す
。
い
つ
も
の
こ
と
な
が

ら
、
す
が
す
が
し
い
気
分
に
な
り
ま
す
▼
今
年
、

豊
間
根
小
学
校
は
創
立
百
三
十
周
年
。
こ
の
児

童
た
ち
の
行
動
も
よ
き
伝
統
と
し
て
、
い
つ
ま

で
も
続
い
て
い
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

幸 和

山 内 華
か

�
りん

（大沢・倫太郎・女）

坂 本 純
じゅん

子
こ

（織笠・裕光・女）

a 賀 拓
たく

磨
ま

（荒川・貴裕・男）
田 村 和

かず

也
や

（長崎・良浩・男）
福 士 花

か

�
りん

（飯岡・千鶴子・女）

フリーマーケットの
出店者を募集します
�開催日時 5月29日（日）

午前9時～正午
�場所　みやこ広域リサイクル
センター（宮古市小山田）

�出店資格　宮古管内に住む人
�出店料　無料
�売り場面積　一人当たり2.5
㍍×2.5㍍
�申込先・問い合わせ 5月24
日までにみやこ広域リサイク
ルセンター（�63－7753）へ。


